


昭
和
五
十
七
年
五
月 

 
鳥
越
神
社
氏
子 

十
八
ヶ
町
睦
会 

 
七
十
年
の
歩
み 

   
 



 

鳥
越
神
社
の
祭
礼
は
、
古
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
戦
後
年
ご
と
に
盛
大
に
な
り
、
今
日
で
は
マ
ス

コ
ミ
の
力
も
あ
っ
て
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
外
国
か
ら
も
多
く
の
人
が
、
鳥
越
の
夜
祭
り
を
見
物
に
来

る
様
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
四
十
五
年
に
、
十
八
ヶ
町
睦
会
を
創
立
し
た
方
々
の
御
苦
労
、
御

努
力
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
七
十
年
に
わ
た
る
代
々
の
会
長
、
総
代
を
始
め
、
多
く
の
役
員
、
会
員
の

方
々
の
和
と
力
の
結
集
の
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

昔
の
祭
礼 

 

「 
」
内
原
文
の
ま
ゝ
。
約
百
九
十
年
位
前
の
記
録
、
東
都
歳
事
記
に
「
浅
草
鳥
越

明
神
八
日
よ
り
賑
へ
り
別
当
長
樂
寺
神
主
鏑
木
氏
、
古
来
は
六
月
十
一
日
な
り
、
中
古
改
め
て
九
日
と

す
、
寛
政
八
辰
年
迄
は
毎
年
、
産
子

う

じ

こ

の
町
々
よ
り
、
だ
し
、
練
り
も
の
を
渡
し
け
る
が
同
じ
年
よ
り
中

絶
す
。
神
輿
は
隔
年
産
子

う

じ

こ

の
町
々
を
渡
す
」
と
あ
り
「
早
朝
本
社
の
前
よ
り
南
鳥
越
町
」
で
始
ま
り
極

め
て
詳
細
に
渡
御
巡
路
を
記
し
、
「
松
浦
家
、
井
伊
家
御
家
敷
の
間
七
曲
り
通
り
、
甚
内
橋
を
渡
り
本

社
へ
帰
輿
あ
り
」
宮
出
し
よ
り
、
宮
入
り
ま
で
、
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
寛
政
八
年
の
番
組
産
子

う

じ

こ

町
々
左
の
如
し
、
町
数
二
十
二
町
、
山
車
数
十
七
本
に
、
練
り
も
の
出
し
け
る
な
り
。 



 

一
番 

浅
草
寿
松
院
門
前 

 
 
 

二
番 

同
所 

 
三
番 

猿
屋
町 

 
 
 
 
 
 
 

四
番 

同
代
地 

 

五
番 
阿
部
川
町 

 
 
 
 
 
 

六
番 

新
寺
町 

三
ヶ
寺
門
前 

十
二
ヶ
寺
門
前 

 

七
番 
新
寺
町
門
前
の
内 

 
 
 

八
番 

同 

 

九
番 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
番 

浅
草
花
蔵
院
門
前 

十
一
番 

下
谷
小
島
町 

 
 
 
 

十
二
番 

浅
草
元
鳥
越
町 

十
三
番
、
十
四
番
、
十
五
番
、
十
六
番
、
十
七
番
、
何
れ
も
同
町
の
内
よ
り
出
づ
る
」
鳥
越
神
社
の
祭

礼
は
昔
か
ら
盛
大
だ
っ
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。
明
治
の
渡
御
行
列
の
記
録
を
見
ま
し
て
も
想
像
を
絶
す

る
盛
大
さ
で
す
。 

 

睦
会
の
誕
生 
 

明
治
二
十
六
年
の
記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
宮
元
睦
、
各
町
睦
、
と
あ
る
の
で
、
町

別
の
睦
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
様
で
す
。
明
治
の
末
に
鳶
職
「

頭
か
し
ら

」
の
祭
礼
を
中
心
と
す
る
組
織
、
鳥

越
八
ヶ
町
、
宮
元
、
向
柳
原
、
猿
屋
町
、
小
島
町
、
七
軒
町
、
永
住
町
、
阿
部
川
町
、
栄
久
町
が
出
来
、

そ
れ
が
基
礎
と
な
っ
て
、
阿
部
川
町
生
れ
で
、
永
住
町
の
材
木
商
、
福
山
安
太
郎
氏
「
当
時
二
十
五
才
」



が
氏
子
各
町
睦
会
や
有
力
者
と
計
り
、
氏
子
二
十
数
ヶ
町
の
睦
会
が
合
同
し
、
十
八
ヶ
町
睦
会
が
誕
生

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
元
鳥
越
町
睦
会
の
七
輪
商
、
今
井
政
吉
氏
は
、
明
治
十
八
年
よ
り
、

明
治
三
十
年
頃
ま
で
存
続
し
て
、
神
社
祭
典
の
奉
仕
を
し
て
い
た
明
神
講
（
会
員
数
五
十
余
名
）
の
世

話
役
で
人
望
の
あ
っ
た
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
祭
典
の
事
な
ど
に
も
詳
し
い
の
で
、
こ
の
今
井
氏
を
、

福
山
氏
が
初
代
会
長
に
推
し
た
と
言
う
こ
と
で
す
。
年
長
の
人
を
立
て
れ
ば
睦
会
の
運
営
も
う
ま
く
行

く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
渡
り
」
其
の
他
祭
典
行
事
の
方
式

一
切
は
、
今
井
、
福
山
両
氏
、
他
の
人
々
が
そ
れ
ま
で
あ
っ
た 

各
町
睦
の
方
式
と
、
神
田
明
神
の
祭

礼
の
方
式
な
ど
を
参
考
に
作
り
上
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
会
長
制
で
発
足
し
ま
し
た
。 

 

創
立
本
部
役
員
と
町
代
表 

会 

長 
 

今 

井 

政 

吉
氏 

 
 

元
鳥
越
町 

 

七
輪
製
造 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
内
省
御
用
達 

副
会
長 

 

福 

山 

安
太
郎
氏 

 
 

永
住
町 

 
 

材
木
屋 

副
会
長 

 

菊 

池 

銀
次
郎
氏 

 
 

阿
部
川
町 

 

下
駄
箱 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指 

物 
副
会
長 

 

佐
久
間 

喜
三
郎
氏 

 
 

栄
久
町 

 
 

材
木
屋 

副
会
長
待
遇 

早
川 

永
太
郎
氏 

 
 

北
松
山
町 
 

棒 

屋 

右
の
外
、
宮
元
の
稲
葉
、
小
島
町
の
中
島
の
諸
氏
な
ど
が
本
部
役
員
と
な
り
、
各
町
の
若
い
衆
頭
が
代

表
に
な
り
ま
し
た
。 

 

睦
会
の
マ
ー
ク 

 
創
立
以
来
の
睦
会
の
マ
ー
ク
は
、
片
仮
名
の
カ
の
字
八
ツ
を
獅
子
毛
に
し
て
中

に
十
の
字
を
入
れ
た
も
の
で
、
初
代
会
長
が
な
か
な
か
、
器
用
な
方
で
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
と
い
う

事
で
す
。
そ
の
も
の
ず
ば
り
で
、
い
か
に
も
睦
会
ら
し
い
マ
ー
ク
で
す
。
傑
作
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

お
鍵
番 

 

十
八
ヶ
町
睦
会
発
足
前
は
、
宮
元
の
「
頭
」
が
神
輿
庫
の
鍵
を
、
あ
づ
か
っ
て
い
て
、

と
て
も
権
威
が
あ
っ
た
様
で
す
。
そ
れ
ま
で
本
社
神
輿
の
渡
御
の
あ
る
本
祭
り
の
時
だ
け
、
軒
花
を
打

っ
て
い
ま
し
た
が
、
影
祭
り
の
と
き
も
軒
花
を
打
た
せ
る
事
を
条
件
に
神
輿
庫
の
鍵
を
十
八
ヶ
町
睦
会

に
、
渡
し
た
と
い
う
事
を
古
い
人
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。 

 

連
合
渡
御 

 

大
正
四
年
十
一
月
に
、
大
正
天
皇
の
御
即
位
式
が
あ
り
、
奉
祝
の
た
め
に
、
二
重
橋



ま
で
連
合
渡
御
を
や
ろ
う
と
い
う
意
見
が
出
た
が
、
と
て
も
無
理
だ
と
い
う
反
対
が
出
て
、
上
野
池
の

端
一
周
と
い
う
事
に
な
り
、
下
谷
神
社
及
五
条
天
神
に
そ
れ
ぞ
れ
渡
り
を
付
け
、
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
氏
子
各
町
共
ほ
と
ん
ど
総
出
で
参
加
し
、
空
前
絶
後
の
盛
大
さ
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

十
一
月
十
五
日
に
新
堀
端
に
集
合
し
て
不
忍
の
池
を
一
周
帰
輿
。
そ
の
前
年
に
第
一
回
の
連
合
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
二
回
目
の
連
合
に
な
り
ま
す
。
此
の
連
合
が
動
機
と
な
っ
て
、
氏
子
各
町
及
十
八
ヶ
町

睦
会
の
団
結
が
一
層
強
固
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
深
川
八
幡
の
連
合
を
参
考
に
し
た
様
で
す
。

以
後
影
祭
り
の
年
の
行
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

渡
御
巡
路
地
図 

 

睦
会
と
し
て
巡
路
地
図
を
作
っ
た
の
は
、
大
正
五
年
に
現
睦
会
顧
問
松
本
亀
松

氏
が
赤
坂
日
枝
神
社
の
山
王
祭
り
の
渡
御
巡
路
地
図
を
参
考
に
し
て
、
製
作
し
た
の
が
最
初
で
す
。 

 

お
揃
い
と
五
日
間
の
祭
礼 

 

睦
会
と
し
て
の
お
揃
い
が
出
来
た
の
は
大
正
六
年
頃
で
、
そ
れ
ま
で

は
各
町
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。
神
社
の
大
祭
日
は
九
日
で
、
前
後
二
日
計
五
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
世

間
の
景
気
が
悪
い
年
は
三
日
間
の
事
も
あ
り
ま
し
た
。
本
社
神
輿
は
毎
日
帰
輿
せ
ず
、
其
の
日
の
最
終

町
の
御
仮
屋
に
駐
輿
し
て
翌
朝
、
隣
町
に
渡
る
わ
け
で
す
。 



 

関
東
大
震
災 

 

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
、
江
戸
時
代
に
出
来
た
本
社
神
輿
は
神

輿
庫
と
共
に
焼
失
、
直
後
に
バ
ラ
ツ
ク
神
輿
と
い
わ
れ
た 

間
に
合
わ
せ
の
神
輿
が
出
来
て
、
昭
和
二

年
ま
で
舁
が
れ
ま
し
た
。 

 

本
社
神
輿
新
調 

 

通
称
千
貫
神
輿
と
言
わ
れ
る
現
在
の
本
社
大
神
輿
は
、
昭
和
三
年
に
阿
部
川
町

の
神
輿
師
の
手
で
造
ら
れ
ま
し
た
。 

木
地
師 

 
 

牧
野
田 
志 

賀 

金
物
師 

 
 

竹
野
内 

正 
文 

錺 

師 
 
 

星 

野 

亀 

吉 

木
彫
師 

 
 

西 

村 

雅 

之 

塗 

師 
 
 

竹 

縄 

直 

吉 

の
各
師
が
文
字
通
り
精
魂
込
め
て
造
り
上
げ
た
他
に
類
の
な
い
立
派
な
御
神
輿
で
す
。
中
で
も
木
彫
の

西
村
雅
之
師
は
、
日
本
彫
刻
界
の
巨
匠
で
、
西
郷
さ
ん
の
銅
像
な
ど
の
作
者
、
蔵
前
に
居
た
高
村
光
雲

師
（
高
村
光
太
郎
の
父
）
の
門
下
、
山
本
瑞
雲
師
の
高
弟
で
、
文
展
、
帝
展
等
で
活
躍
し
た
一
流
彫
刻



家
で
す
。
塗
師
竹
縄
直
吉
氏
は
、
後
に
睦
総
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
神
輿
の
木
地
は
余
り
に
大
き
い
の

で
阿
部
川
町
の
牧
野
田
師
の
仕
事
場
で
は
出
来
な
い
の
で
、
神
社
境
内
に
細
工
場
を
建
て
、
神
樂
殿
の

下
な
ど
も
使
っ
て
製
作
し
ま
し
た
。
牧
野
田
師
以
下
全
員
が
毎
朝
必
ず
入
浴
し
、
心
身
を
浄
め
て
仕
事

に
当
た
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
用
材
は
檜
、
欅
、
赤
樫
、
等
で
当
時
の
睦
会
の
最
高
幹
部
、
福
山
安
太

郎
、
佐
久
間
喜
三
郎
、
前
田
治
八
郎
、
の
三
氏
が
い
ず
れ
も
材
木
商
で
す
。
厳
選
を
重
ね
た
材
木
が
使

わ
れ
ま
し
た
。
又
睦
幹
部
や
会
員
、
各
町
の
人
々
が
、
入
れ
替
り
、
立
ち
替
り
、
御
祝
儀
な
ど
を
仕
事

場
に
持
参
し
て
、
い
い
御
神
輿
を
造
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
頼
み
激
励
し
て
い
た
と
言
う
事
で
す
。
立

派
な
御
神
輿
が
出
来
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

神
社
復
興 

 

大
正
十
二
年
八
月
に
老
朽
化
し
た
本
殿
及
び
社
務
所
を
、
改
築
の
た
め
、
取
り
毀
し

た
直
後
、
九
月
一
日
の
大
震
災
の
た
め
、
氏
子
の
大
部
分
と
共
に
神
輿
も
炎
上
し
ま
し
た
が
、
町
の
復

興
は
意
外
に
早
く
、
昭
和
に
入
る
と
、
お
祭
り
気
分
も
横
溢
、
神
社
建
築
用
の
材
木
は
幸
い
に
も
、
焼

失
を
ま
ぬ
か
れ
た
の
で
、
昭
和
四
年
十
二
月
七
日
地
鎮
祭
、
同
六
年
、
社
殿
、
同
十
年
、
社
務
所
の
上

棟
式
と
な
り
、
工
事
も
順
調
に
進
み
、
昭
和
十
年
十
一
月
に
竣
工
、
総
費
用
、
二
十
七
万
六
百
三
十
九



円
五
十
二
銭
、
そ
の
内
、
現
在
も
あ
る
神
輿
庫
の
建
築
費
は
五
千
六
百
二
円
四
十
五
銭
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

睦
会
員
の
数 

 

十
八
ヶ
町
睦
会
発
足
当
時
は
、
六
、
七
十
名
位
の
会
員
数
で
し
た
が
、
後
各
町
共
、

五
十
軒
に
一
人
位
の
割
で
計
百
五
、
六
十
名
位
に
し
て
、
余
り
増
や
さ
な
い
方
針
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

会
員
が
増
加
す
る
と
事
務
も
繁
雑
に
な
り
、
又
、
会
の
統
制
上
や
役
員
の
選
挙
の
問
題
な
ど
色
々
な
理

由
が
あ
っ
た
様
で
す
。 

睦
会
員
は
大
店
の
旦
那
も
い
ま
し
た
が
、
大
部
分
は
江
戸
っ
子
気
質
の
職
人
さ
ん
が
多
か
っ
た
の
で
、

和
を
保
つ
た
め
、
町
同
志
の
喧
嘩
が
表
沙
汰
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
、
睦
会
員
全
員
に
、
一
杯
飲
ま
せ

る
き
め
な
ど
も
最
初
の
う
ち
は
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

渡
御
時
間
の
厳
守 

 

昭
和
十
五
年
が
紀
元
二
千
六
百
年
に
当
る
と
い
う
事
で
、
国
を
挙
げ
て
、
奉

祝
行
事
が
行
わ
れ
る
事
に
な
り
、
神
社
の
大
祭
も
こ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
参
加
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
睦
会
幹
部
は
、
た
だ
威
勢
よ
く
お
祭
り
騒
ぎ
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
と
い
う
事
で
、

こ
れ
を
機
会
に
、
渡
御
時
間
を
厳
重
に
守
る
事
に
し
ま
し
た
が
、
い
ざ
こ
れ
を
実
行
す
る
に
当
り
、
大



変
な
苦
労
を
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
又
そ
れ
が
睦
会
の
質
的
向
上
に
も
な
り
、
現
在
の
正
確

無
比
の
渡
御
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
渡
御
が
行
わ
れ
た
の
は
、
当
時
の
明
治
節
十
一
月
三
日
で
、

と
て
も
寒
い
日
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
事
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
支
那
事
変
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 

十
八
ヶ
町
奉
賛
会 

 

昭
和
十
二
年
に
始
ま
っ
た
支
那
事
変
が
永
び
き
、
国
の
内
外
の
情
勢
も
緊
迫

し
て
来
た
の
で
、
睦
会
会
長
前
田
治
八
郎
氏
は
、
会
の
体
質
改
善
強
化
を
計
る
目
的
で
、
睦
会
を
改
組

す
る
事
に
な
り
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
睦
会
は
「
鳥
越
神
社
十
八
ヶ
町
奉
賛
会
」
と
な
り
ま
し
た
。 

初
代
会
長
は 

紅 

林 

総
太
郎
氏
。 

十
六
、
十
七
、
十
八
年
と
三
年
間
本
社
神
輿
渡
御
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

一
六
年
十
二
月
八
日
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
神
輿
を
出
す
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
事
も
事
実
で
す
。

こ
の
時
会
員
百
二
十
余
名
。 

 

東
京
大
空
襲 

 

昭
和
十
九
年
三
月
九
日
、
十
日
Ｂ
29
に
よ
る
大
空
襲
で
、
東
京
下
町
は
ほ
と
ん
ど

焼
失
、
氏
子
も
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
多
く
の
方
が
焼
死
し
ま
し
た
。
神
社
も
神
輿
庫
と
神
樂
殿
を
残



し
て
炎
上
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
八
月
十
五
日
敗
戦
、
十
六
日
に
宮
司
鏑
木
建
男
氏
は
神
社
焼
失
と
、

武
運
長
久
を
祈
っ
て
戦
地
に
送
り
出
し
た
氏
子
出
征
軍
人
の
戦
死
に
つ
い
て
、
神
職
と
し
て
の
責
任
感

か
ら
、
神
樂
殿
に
昇
り
、
古
武
士
の
作
法
通
り
、
壮
烈
な
割
腹
自
刃
さ
れ
ま
し
た
。
乗
馬
で
神
輿
に
随

行
し
、
氏
子
の
人
々
に
挨
拶
さ
れ
て
い
た
宮
司
の
笑
顔
は
、
今
で
も
忘
れ
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
の

方
が
在
世
で
し
た
ら
、
後
の
不
祥
事
は
起
ら
な
か
っ
た
と
思
う
と
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
本
当
に

惜
し
い
方
を
失
く
し
た
と
思
い
ま
す
。 

 

十
八
ヶ
町
奉
賛
会
解
散 

 
昭
和
二
十
一
年
五
月
三
十
日
。 

 

鳥
越
神
社
連
合
敬
神
講
結
成
と
睦
会
再
編 

 

旧
奉
賛
会
員
は
敬
神
講
の
世
話
人
に
な
り
、
そ
の
中

よ
り
旧
睦
会
員
は
新
生
睦
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
敬
神
講
は
神
社
の
運
営
、
睦
会
は
祭
礼
の
執
行
を

受
け
持
ち
、
車
の
両
輪
の
様
に
鳥
越
神
社
の
発
展
拡
大
に
努
め
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

戦
後
第
一
回
の
本
社
神
輿
渡
御 

 

昭
和
二
十
三
年
六
月
十
日
敗
戦
後
最
初
の
本
社
渡
御
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
戦
災
に
よ
る
焼
土
が
道
路
の
両
側
に
土
手
の
様
に
積
ま
れ
て
、
相
当
広
い
道
で
な
い
と
渡

御
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
渡
御
の
先
頭
に
、
シ
ャ
ベ
ル
で
焼
土
を
取
り
除
く
係
が
い
て
道
を
作
り
な



が
ら
進
む
わ
け
で
す
。
鉄
片
や
瓦
、
瀬
戸
も
の
の
破
片
な
ど
で
足
を
切
る
な
ど
本
当
に
大
変
で
し
た
。

食
物
も
ろ
く
に
な
か
っ
た
当
時
で
す
が
無
事
宮
入
り
し
ま
し
た
。 

 

睦
会
再
建 

 

祭
礼
終
了
後
、
戦
前
の
様
な
睦
会
を
再
建
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
り
、
昭
和
二
十
三

年
秋
復
活
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

会 

長 
 
 

紅 

林 

総
太
郎
氏 

 

副
会
長 

 
 

日 
野 

浩 

司
氏 

 

副
会
長 

 
 

田 

中 
新 

一
氏 

 

鳳
輦
の
渡
御 

 

昭
和
二
十
六
年
、
前
例
の
な
い
鳳
輦
の
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
こ
か
の
神
社

か
ら
借
用
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

総
代
・
会
長
・
幹
事 

 

発
足
し
た
時
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情
の
た
め
と
思
い
ま
す
が
、
会
長
、

総
代
、
会
長
、
総
代
と
何
度
も
幹
部
の
名
称
が
替
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
二
十
六
年
よ
り
、
総
代
制
が

定
着
し
ま
し
た
。 

 

総 

代 
 
 
 

紅 

林 

総
太
郎
氏 



 

総 

代 
 
 
 

日 

野 

浩 

司
氏 

 
総 

代 
 
 
 

田 

中 

新 

一
氏 

 

総
代
兼
会
計 

 

藤 

沢 
 
 

康
氏 

 

総 

代 
 
 
 

鈴 

木 

正
之
助
氏 

 

庶 

務 
 

鵜 
原 

元 

一
。 

 

庶 

務 
 

荒 

井 

政 

雄
。 

 

会 

計 
 

佐
久
間 
大 

吉
。 
 

会 

計 
 

小 

林 

四 

郎
。 

 

監 

査 
 

方
伊
儀 

銀
次
郎
。 

 

監 

査 
 

坂 
 
 

兼 

光
の
諸
氏
。 

こ
の
年
に
幹
事
制
度
が
出
来
ま
し
た
。 

幹
事
長 

飯
塚
隆
吉
。
幹
事 

林
春
吉
、
黒
川
鶴
蔵
、
橋
本
九
賀
男
、
斉
藤
三
代
吉
、
富
塚
晃
、
杉
本

新
八
郎
、
長
谷
川
太
郎
の
諸
氏
。 

 

町
神
輿
劇
場
に
出
場 

 

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
四
日
〜
二
十
六
日
の
三
日
間
、
第
五
回
舞
踊
百
扇

会
が
東
宝
劇
場
で
行
わ
れ
、
舞
踊
は
松
本
亀
松
先
生
演
出
、
二
長
町
の
神
輿
出
場
、
睦
会
特
別
出
演
。 

 

神
社
神
輿
修
復 

 

昭
和
三
十
一
年
六
月
七
日 

三
筋
土
屋
工
匠
宅
で
修
復
中
の
本
社
神
輿
完
成
、



睦
会
員
の
奉
仕
で
神
社
に
還
御
。 

 
社
務
所
、
落
成
と
渡
り 

 

昭
和
三
十
四
年
六
月
三
日
、
神
社
社
務
所
落
成
、
睦
会
発
足
以
来
行
わ

れ
て
い
た
代
表
外
数
名
が
互
い
に
全
町
を
回
る
「
渡
り
」
を
社
務
所
落
成
を
機
会
に
、
大
広
間
で
、
挨

拶
し
て
手
拭
を
交
換
す
る
渡
り
式
に
替
り
ま
し
た
。 

 

創
立
五
十
周
年
記
念 

 

昭
和
三
十
七
年
二
月
、
鳥
越
神
社
氏
子
十
八
ヶ
町
睦
会
創
立
五
十
周
年
記

念
事
業
運
営
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
六
月
に
祝
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
境
内
に
テ
ン
ト
を
張
り

祝
宴
、
会
員
大
多
数
出
席
。 

委
員
長 

 
 
 

小 

林 

四 
郎
氏 

副
委
員
長 

 
 

佐
久
間 

大 

吉
氏 

副
委
員
長 

 
 

林 
 
 

春 

吉
氏 

副
委
員
長 
 
 

鍋 

田 

栄 

治
氏 

副
委
員
長 

 
 

長
谷
川 

太 

郎
氏 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
夜
祭 

 

昭
和
三
十
九
年
十
月
世
界
中
よ
り
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加



し
た
選
手
役
員
を
、
後
楽
園
野
球
場
に
招
待
し
て
行
わ
れ
た
。
前
夜
祭
に
、
鳥
越
神
社
の
氏
子
町
神
輿

も
多
数
参
加
し
て
、
外
人
選
手
も
飛
び
入
り
で
舁
ぐ
な
ど
、
国
際
親
善
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
故
郷
の
歌
ま
つ
り 

 

昭
和
四
十
三
年
三
月
八
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
ス
タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
た
故

郷
の
歌
ま
つ
り
に
本
社
神
輿
出
場
、
睦
会
員
が
肩
抜
風
通
お
召
の
お
揃
い
を
着
て
参
加
、
西
郷
輝
彦
、

悠
玄
亭
玉
介
、
な
ど
芸
能
人
多
数
参
加
、
司
会
宮
田
輝
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
当
時
は
ビ
デ
オ
ど
り
を
行
い

後
日
放
映
。 

 

商
工
会
議
所
百
年
祭 

 
昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
二
日
、
国
立
競
技
場
に
於
て
、
天
皇
陛
下
台
臨

の
も
と
に
行
わ
れ
た
、
商
工
会
議
所
百
年
祭
の
全
国
郷
土
祭
り
に
他
神
社
の
神
輿
と
共
に
、
本
社
神
輿

参
加
、
多
く
の
神
輿
の
中
で
、
ず
ば
抜
け
て
大
き
く
立
派
な
鳥
越
神
社
の
御
神
輿
に
対
す
る
感
嘆
の
声

が
観
覧
席
か
ら
も
聞
こ
え
、
誇
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。
睦
会
員
多
数
参
加
。 

 

敬
神
会
総
代
渡
り
式
に
参
加 

 

昭
和
五
十
五
年
六
月
こ
の
年
よ
り
敬
神
会
総
代
の
五
名
の
方
が

睦
会
の
渡
り
式
に
参
加
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

消
防
百
年
祭 

 

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日
、
天
皇
陛
下
御
臨
席
の
も
と
に
、
後
楽
園
球
場



で
行
わ
れ
た
消
防
百
年
記
念
式
典
に
、
日
本
全
国
の
祭
礼
、
民
謡
踊
り
等
と
、
東
京
代
表
と
し
て
参
加
。

菊
屋
橋
、
永
住
町
、
小
島
一
、
二
長
町
、
浅
草
橋
三
、
鳥
越
一
、
の
各
町
の
大
人
神
輿
六
基
出
動
。
睦

会
員
全
員
参
加
。
江
戸
ッ
子
の
心
意
気
を
見
せ
ま
し
た
。 

 

鳥
越
神
社
の
御
名
称 

 

昔
か
ら
と
り
こ
え
神
社
と
い
う
の
が
正
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
猿
屋

町
産
れ
の
直
木
賞
作
家
、
安
藤
鶴
夫
氏
も
「
日
本
の
ま
つ
り
」
の
中
で
「
近
頃
と
り
ご
え
と
濁
る
人
が

多
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
あ
や
ま
り
で
あ
る
澄
ん
で
と
り
こ
え
が
正
し
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
神
社

の
御
名
称
は
正
し
く
発
音
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ど
ん
ど
焼 

 

以
前
は
、
荒
川
土
手
や
堀
切
菖
蒲
園
の
近
く
ま
で
運
ん
で
行
っ
た
事
も
あ
る
そ
う
で

す
が
、
神
社
境
内
で
行
う
の
が
恒
例
で
、
毎
年
睦
会
員
の
手
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
頃
は
マ
ス
コ
ミ

の
取
材
も
盛
ん
で
外
人
の
親
子
連
れ
な
ど
も
多
数
参
加
盛
況
で
す
。 

 

形
代
流
し 

 

昔
は
多
く
の
神
社
で
行
っ
て
い
た
こ
の
行
事
も
現
在
、
都
内
で
行
っ
て
い
る
処
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
鳥
越
神
社
の
こ
の
行
事
は
全
国
で
も
最
大
の
規
模
で
す
。
戦
前
は
形
代
を
流
し
た

後
、
船
頭
が
投
網
を
打
ち
、
獲
れ
た
魚
を
天
ぷ
ら
や
、
さ
し
み
に
し
て
貰
い
、
鱈
腹
食
べ
た
上
、
バ
ケ



ツ
に
一
杯
づ
つ
全
員
に
、
海
老
の
お
土
産
が
つ
い
た
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

海
も
き
れ
い
で
、
魚
影
も
濃
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
昭
和
五
十
五
年
の
時
は
神
田
川
の
船
上
か
ら
見
る

と
大
き
な
鯉
や
金
魚
が
丁
度
産
卵
期
で
水
面
す
れ
す
れ
の
処
で
か
ら
み
合
っ
て
い
て
、
玉
網
で
三
十
糎

位
の
鯉
が
何
匹
も
す
く
え
ま
し
た
。
多
く
の
人
の
努
力
で
川
も
海
も
き
れ
い
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
又

形
代
流
し
の
時
に
投
網
が
出
来
る
様
に
な
る
の
も
近
い
事
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

睦
会
の
今
後 

 
七
十
年
間
の
輝
か
し
い
伝
統
を
、
大
切
に
守
る
と
共
に
、
よ
い
事
は
採
り
入
れ

て
行
き
、
鳥
越
祭
り
を
増
々
盛
大
な
も
の
に
す
る
た
め
、
睦
会
の
名
の
通
り
、
和
を
大
切
に
し
、
創
立

当
初
の
様
に
年
長
を
立
て
、
よ
い
後
進
を
育
み
、
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
行
く
の
が
私
共
の
責
務
だ
と

痛
感
致
し
ま
す
。 

 

睦
会
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業 

 

昭
和
五
十
七
年
三
月
十
一
日
、
記
念
事
業
実
行
委
委
員
会
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。 

実
行
委
員 

 

総 

代 
 

長
谷
川 

太 

郎
氏 

実
行
委
員 

 

総 

代 
 

小 

島 

政 

夫
氏 



実
行
委
員 

 

総 

代 
 

君 

塚 

嘉 

一
氏 

実
行
委
員 

 

総 

代 
 

谷 

口 

長 

義
氏 

実
行
委
員 

 

総 

代 
 

鹿 

島 

幾 

平
氏 

実
行
委
員 

 
幹
事
長 

 

阿 

部 

忠 

利
氏 

山
口
喜
久
。
高
橋
信
夫
。
渋
江
勝
治
。
森
田
卯
金
二
。
伊
藤
竹
治
。
平
井
元
司
。
○
江
川
悌
司
。
飯
田

弘
。
平
野
俊
作
。
松
本
芳
之
助
。
島
村
吉
衛
。
茂
上
豊
二
郎
。
岩
崎
威
。
○
石
井
栄
吉
。
砂
押
吉
雄
。

真
中
英
雄
。
田
島
亀
太
郎
。
木
下
健
治
。
恒
川
金
之
助
。
高
階
厚
三
。
後
藤
哲
夫
。
中
沢
貞
雄
。
川
西

惟
隆
。
山
口
正
夫
。
○
沢
野
次
郎
。
大
川
幸
太
郎
。
牧
田
弘
。
○
久
保
田
辰
己
。
長
谷
川
真
三
。
井
上

衛
。
○
茂
木
正
明
。
大
熊
敏
靖
。
小
川
一
正
。
田
中
次
郎
。
○
伊
藤
安
次
。
以
上
四
十
一
名
の
諸
氏
。 

 

睦
会
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典 

 

昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
三
日
（
日
）
正
午
開
会
。
神
社
境
内

に
天
幕
を
張
り
、
境
内
及
社
務
所
で
、
テ
ー
ブ
ル
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
。
敬
神
会
総
代
来
賓
多
数
。
扇
子
、

手
拭
、
バ
ッ
ジ
、
紅
白
餅
の
記
念
品
が
全
員
に
渡
り
、
二
十
六
年
以
上
の
永
年
勤
続
会
員
に
感
謝
状
及

額
が
贈
ら
れ
ま
す
。 



十
八
ヶ
町
睦
会
よ
り
、
本
社
神
輿
の
大
化
粧
綱
の
奉
納
と
、
敬
神
会
総
代
、
睦
会
顧
問
佐
久
間
大
吉
氏

よ
り
本
社
神
輿
の
舁
ぎ
棒
二
本
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
す
。 

各
町
別
睦
会
員
、
全
員
の
写
真
入
り
名
簿
作
製 

十
八
ヶ
町
睦
会
七
十
年
の
歩
み
作
製 

十
八
ヶ
町
睦
会
七
十
年
の
歩
み
編
纂
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
川
睦
会
代
表 

 

大 

川 

幸
太
郎 

  

編
集
後
記 

睦
会
七
十
年
の
歩
み
を
書
く
様
に
と
長
谷
川
総
代
よ
り
、
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
時
に
、
大
分
迷
い
ま

し
た
が
、
先
祖
代
々
の
氏
子
で
も
あ
り
、
何
か
お
役
に
立
て
ば
と
思
い
、
書
か
せ
て
頂
く
事
に
し
ま
し

た
。
し
か
し
浅
学
非
才
、
思
う
様
に
筆
も
運
ば
ず
、
誠
に
お
恥
し
い
次
第
で
す
。
思
い
違
い
や
間
違
い

も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
御
叱
正
頂
け
ま
す
れ
ば
幸
い
で
す
。
五
十
年
誌
。
戦
後
十
五
年
の
歩
み
。

と
重
複
す
る
処
も
あ
り
ま
す
が
、
御
了
承
下
さ
い
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



使
わ
せ
て
頂
い
た
資
料 

 
松
本
亀
松
氏
編
纂
、
十
八
ヶ
町
睦
会
五
十
年
誌 

 

藤
沢
康
氏
編
纂
、
十
八
ヶ
町
睦
会
戦
後
十
五
年
の
歩
み 

 

平
地
助
太
郎
氏
編
纂
、
浅
草
阿
部
川
町
史 

 

鳥
越
神
社
復
興
売
成
記
念
帳
、
昭
和
十
一
年
発
行 

睦
会
顧
問
佐
久
間
大
吉
氏
始
め
多
く
の
方
々
に
御
助
言
賜
り
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部
川
睦
会
代
表 

 
 

大 

川 

幸
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二 
 

長 
 

町 
 
 

長
谷
川 

太 

郎 

 
 



昭
和
五
十
七
年
五
月 

十
五
日
印
刷 

昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
三
日
発
行 

  
 
 

著 
者 

 
 
 

鳥
越
神
社
氏
子 

七
十
年
の
歩
み
編
纂
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
八
ヶ
所
睦
会 

 
 
 

発
行
者 

 
 
 

鳥
越
神
社
氏
子
十
八
ヶ
町
睦
会 

 
 
 

印
刷
所 

 
 
 

万
壽
堂 

吉
川
印
刷
所 

 
 
 

印
刷
人 

 
 
 
 
 
 
 

吉
川
政
利 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台
東
区
元
浅
草
二
丁
目
六
ー
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
八
四
四
ー
三
四
五
二 


